
九州の半導体産業の再興に向けて

国⽴情報学研究所 副所⻑
九州半導体⼈材育成等コンソーシアム⼈材育成WG座⻑ 

九州⼤学 名誉教授
安浦 寛⼈

2024.11.15 1H. Yasuura



JASM会社概要
l 社  名︓Japan Advanced Semiconductor Manufacturing 株式会社 
l 設  ⽴︓令和３（2021）年 12 ⽉ 10 ⽇
l 所在地︓熊本県熊本市中央区下通１丁⽬３番８号（新⼯場完成後は熊本県菊池郡菊陽町)
l 株   主︓TSMC、ソニーセミコンダクタソリューションズ（20％未満）、デンソー（10 ％超）
l 資本⾦︓714 億4,400万円（令和４（2022）年5⽉2⽇現在）
l 経  営︓代表取締役会⻑ 廖永豪 (TSMC本社バイス・プレジデント)、取締役社⻑ 堀⽥祐⼀

JASM事業計画概要
•建設開始︓令和4年(2022年) 4⽉
•敷地⾯積︓23.1 ヘクタール
•出荷開始︓令和6年(2024年)12⽉(予定)
•⽣産プロセス︓22/28nmおよび12/16nm
•⽉間⽣産能⼒︓55,000枚(300mmウェーハ)
•第２⼯場 2027年稼働予定。6/7nmまで。
【スケジュール】 2024年2⽉24⽇開所式
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⽇本の半導体産業の凋落
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1970-2000
⽇本の半導体産業の⽣産拠点

メモリ(SRAM and DRAM)
ロジック

出典：九州経済産業局

九州は、1980年代から1990年代にかけてシリコンアイランド
と呼ばれた（しかし、頭脳なきシリコンアイランドと）
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2000年以降
CMOS イメージセンサ、パワー半導体
製造装置、シリコン基盤などの材料
1000社を超える関連企業群



半導体産業の特徴（ムーアの法則）
チップ上のトランジスタ数
は18ヶ⽉で２倍になる。
（G.Moore:1965）

同時に性能向上。10年で10
倍。50年で10万倍以上の速
度向上。

継続的な微細化技術の向上
が必要。製造装置や材料も
常に機能向上が求められ
る。 出典：Wikipedia

500億TR.

1000TR.

5000万倍
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半導体産業の構図

設計
作りたいシステムに合
わせた集積回路を設

計。
（半導体メーカー、
ファブレスメーカー）

半導体材料
シリコンウェハをはじめ、製造に必要

な材料を供給。
（信越化学、SUMCOなどのウェハ
メーカー、各種化学材料メーカー）

半導体製造装置
製造に使う⾼機能な製造装置を供給。
（東京エレクトロン、ASML、キャノン、
ニコンなどの製造機器メーカー）

製造（前⼯程）
設計に従って、シリコン
ウェハ上に集積回路を製
造。ある種の印刷技術。
（TSMCなどのファブ）

製造（後⼯程）
シリコンウェハから個別
のチップを切り出して
パッケージ。

（パッケージメーカー）

設計
データ

完成
ウェハ

製造
装置

材
料

システム産業（GAFAM、⾃動⾞産業、家電・通信機メーカー、軍需産業など）
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半導体産業のエコシステム
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浮世絵の構図

絵師

葛飾北斎や安藤広重

板⽊、紙、絵具の製造
職⼈。

彫師
摺師

多⾊刷り⽤の板⽊を作
り、何度も重ね刷りを

繰り返す。

製本師

絵を綴じて、製本する。

彫刻⼑やバレンの製造
職⼈。

版元（蔦屋重三郎など）
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半導体産業の構造（前⼯程）

ある種の印刷技術。
微細加⼯ができれ
ば、多くの素⼦を同
じ⾯積に載せること
ができ、性能も向上
する。

最先端技術は、競争
が熾烈で、設備投資
も１⼯場で１兆円を
超える。

出典：⽇経新聞
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製品別の⽣産額

出典：⽇経新聞

メモリー：単純なセルの繰返し。
⼤量⽣産と価格競争。

マイクロプロセッサ：複雑なプロ
セッサやコントローラ。
設計技術と製造技術競争。

ロジック：個別設計される専⽤デ
ジタル回路。設計技術
と汎⽤性による競争。

光半導体：CMOSセンサーなど撮像
デバイスや表⽰デバイス。

その他：無線、各種センサー、
アナログ回路などニッチ市場。
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⽇本は、製造装置や材料を供給

出典：⽇経新聞

マイクロプロセッサやロジックは
国際分業

製品の付加価値は⾼い。１チップ数
万円から数百万円もある。

設計：欧⽶が中⼼。台湾、韓国、中
国も伸びてきた。

製造（前⼯程）：台湾が中⼼

製造（後⼯程）：東南アジア、中国
今後の競争領域
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⽇本の今の実⼒
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⽇経新聞2023/09/10より
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国際⽔平分業とは？（スマホのMPU）

ARM（英国）のプロセッサ
を中⼼に⽶国でシステム設計 台湾へ製造委託（前⼯程） 後⼯程は、東南アジアや中国

製造装置は
⽇、⽶、欧州
から調達

シリコンウェアハ
などの材料は、⽇
本から供給
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ファウンドリーの実態

10nm以降の最先端技術では、TSMCが独占。

熊本のJASMは20nmクラスの汎⽤品向け⼯場。

出典：⽇経新聞
出典：⽇経新聞
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垂直統合と⽔平分業



台湾と九州
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42,000km2 ⾯積 36,000km2

2,350万⼈ ⼈⼝ 1,260万⼈

98,6兆円 GDP  50兆円

半導体
94,000億円 ⽣産額 9,300億円

半導体関連
14兆円 産業⽣産額 1,5兆円

３０年前は、半導体や半導体関連産業の⽣産額は、
九州が台湾の１０倍以上だった。逆転の⼤きな原因
は、ビジネスモデルと⼈材育成の差である。
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台湾の戦略
「世界の基幹産業で、台湾が３０％
以上のシェアを占めていれば、⼤陸
がことを構えた時に、台湾海峡に２
隻⽶空⺟が⼊る」 
故Wen-Zen Shen 教授（国⽴交通⼤
学）

基本政策
1990年まで
PCのマザーボード：労働集約産業
1990年から現在
半導体製造：技術・資本集約産業
2000年以降
半導体の設計・利⽤：知識集約産業2024.11.15 16

2021年には
30%まで増加
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台湾の半導体関連産業
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2022年には
250社以上
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シリコンシーベルトプロジェクト

2002年ー2011年
⿇⽣福岡県知事（当時）

九州に半導体関連技術、
特に設計技術を集積し、
韓国、九州、台湾、中国
沿海部、シンガポール、
インドに⾄る半導体の利
⽤、設計、製造の世界的
な拠点を作る。
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シリコンシーベルトは実現された！

今、世界の半導体の
７割以上がシリコン
シーベルト地域で⽣
産され、その利⽤
（システムへの組込
み）も⾏われている。

出典：⽇経新聞
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基本⽅針
• 世界的な半導体産業構造と需要の変化の中での九州の役
割の明確化と実効的な産業政策の確⽴

• 若者が⼈⽣を賭けることができる半導体産業戦略と学⽣
から社会⼈までの継続的な学び場の提供

• 応⽤から設計、製造、製造⽀援産業までのエコシステム
の構築による持続的な⼈的・経済的資本投資の継続

九州の半導体産業の再興に向けて
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九州の強み
• TSMCの進出に伴う、台湾や韓国との連携強化。中国市場への

近さ。

• 半導体産業のエコシステムの存在。（関連会社が1000社以上）

• 優秀な技術者を育成する教育機関
• 九州⼤学、熊本⼤学、九州⼯業⼤学、福岡⼤学などの教育強化
• 技術者のリスキリング（九州⼯業⼤学、福岡県、北九州市など）
• 産学官の緊密な連携

• 関連する研究機関や研究者の集積
• ⼤学、産総研、３次元半導体研究センター
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九州半導体⼈材育成等コンソーシアム
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⼈材育成WGの取り組み
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教員の研修と横断的教育
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⼈材育成の実態調査
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ガイドブックとミートアップ
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九州⼤学価値創造型半導体⼈材育成センター
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新しい価値を創造
する「価値創造型
半導体スペシャリ
スト」、すなわ
ち、半導体・集 積
回路の材料、設
計、製造のスペ
シャリストである
と同時に、社会の
ニーズや、社会変
⾰に求め られる半
導体・集積回路を
理解し、それを半
導体・集積回路の
設計・製造に反映
できる半導体の ス
ペシャリストを育
成します。 https://ecsvc.ed.kyushu-u.ac.jp
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九州⼯業⼤学（マイクロ化総合技術センター）の取組
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https://www.cms.kyutech.ac.jp

第１⽇ 午前︓オリエンテーション 午後︓酸化⼯程、Poly-Si堆積⼯程
第２⽇ 午前︓リソグラフィ⼯程 午後︓エッチング⼯程
第３⽇ 午前︓イオン注⼊⼯程 午後︓コンタクト形成⼯程
第４⽇ 午前︓配線形成⼯程 午後︓試作デバイスの電気的特性測
定



4⽇間の試作体験
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公開講座︓産学連携製造中核⼈材育成セミナー
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第１回九州半導体産業展
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来場者数：7.314⼈ うち、⼤学・⾼専⽣が514名
https://k-semi.jp



2024.11.15 H. Yasuura 35

半導体製品のテスト技術に
関する業界の国際会議。
これまでは、台湾で毎年開
催。
2024年10⽉24⽇、25⽇
Hilton Sea Halk (福岡）
参加者：770⼈（14カ国）
https://www.swtestasia.org

Semiconductor Wafer Test Asia 2024
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台湾の設計企業の誘致



北部九州の関連企業の投資計画
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まとめ
• 半導体産業は変化が早い。産業の全体像を把握して、新しい産業を作る
チャンス。若者に⼈⽣を賭けるだけの⽬標を持たせることが⼤切。

• 就業者⼈⼝問題も考えた台湾や韓国との連携および、ASEAN各国との
連携。

• 先端技術に依存する産業は、研究と開発で常に世界の先端を⾛る必要が
ある。産業政策と研究振興さらには教育が連携した地域づくりが重要。

• 常に産業のエコシステムの構築には、技術的・経営的・経済的・政治的
な問題が複雑に絡んでいる。関係者の繋がりが重要。
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